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医 長 勝 目 三 千 人
  EPIDERMOID CYST OF THE  TESTIS  : REPORT OF A CASE 
 Mitito KATSUME 
             From the Department of Urology,Hokushin  Hospital, Hokkaido 
   This is a case report of benign epidermoid cyst of the testis seenin 20-year-old male, who 
was  asymptomatic and the lesion was incidentally found. Diagnosis of epidermoid cyst was 
made on the postoperative histopathologic examinations. 
   This is the third reported case of benign epidermoid cyst of the testis in Japan, and the 
clinical and pathologic features were briefly discussed.
1緒 言
睾丸腫瘍はその殆ん どが極め て悪性 なもので
あ り,早 期に広範 の転移を来たす傾 向が強 く予
後不良の場合が多い とされ てい るが,睾 丸に発
生 したEpidermoidcystは極めて稀 な良性睾
丸腫瘍であ り,本 邦でも現在迄に2例 の報 告を
見 るに過 ぎ な い.著 者 も 最 近Epidermoid
cystの1例 を経験 したので,そ の症 例を報告
し,併 せて柳 の考察を試 み度い.


















































以上の組織所見 より本 睾丸腫瘍 はEpiderm-








睾丸腫瘍は比較的稀 な疾患 であ り,全 腫瘍患
者の0.5%で,尿性器腫 瘍の うちでは3.4%を占
めると云われ る.睾 丸の良性腫 瘍は極 めて稀 で
あり,Nagel等(1955)によると睾丸腫瘍 の









である.即 ち近藤 例(1960)は27才の男子 で,
始め右副睾丸結核を疑い副睾丸別 出術 の予定 に
て開いた ところ,副 睾丸 とは関係 のない右睾丸
上極部に見 られた長径2.5cmのEpidermoid
cystであつた.森 脇例(1961)は26才類宙官
症の男子で,左 睾丸生検 の 目的 で左睾丸 を検す
ると,睾丸中央部 に碗豆大黄 白色 の小結節を認
めたので睾丸腫瘍 を疑 い除睾 した.組 織学的検
査の結果類宣官 症 に 合 併 したEpidermoid
cystであつた.そ の他北大泌尿器 科教室 で12
才少年の畢丸Epidermoidcystが経験 されて






で,病 理 発生 については古来幾多 の 議 論 が あ
り,そ の分類 ・名称等 も今 日尚統一 を見ない現
状にある.
従 つて睾丸Epidermoidcystの病理発生に












胞を発生母地 として元来 は三胚葉性 の混合腫瘍
であ るが,そ のうち一方 向への分化増殖が特に
強 く起 る と単一構造の腫瘍構造を示すこともあ
る.近 年一般に用い ら れ て い るFriedman-
Moore(1947)のschema(表1)によると,
胚細胞(原 始 性細胞)の 無 性 生 殖 に よ つ て
totipotentialな細胞群germinomaが 発生
し,こ れがsomatic或はtrophoblastic方向
に分化 してい くsomatic方 向への分化 が 主
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であ ると,未 分化奇形腫 か ら成熟奇形腫 となつ
てい く この成熟奇形 腫 の う ちepidermal
componentのみが分化成育 し,他 の 組 織 要




丸内に よ く被嚢 されている単房性嚢胞 であ り,
その嚢胞壁は重層の扁平上皮 より成 り,毛 嚢そ
の他の皮膚附属器管 を有 しないのは勿論の こと
他の三胚葉性 の組織要素 を有 しないことで,内
容は落暦性 の無定形 なケラチン様物質 で充 され
てい る.自 験例 も肉眼的には睾丸実質 と嚢胞 と
は比較的厚い嚢胞壁にて判然 と区別 され,そ の
割面を見 ると内容 は灰黄色層状 のケラチソ様物
質で充 され,組 織学的所 見て嚢胞壁は2～3層
よりなる扁平上皮で被われ,毛 嚢その他 の皮膚
附属器管を見出 し得 ない ところよりして,定 型
的 な良性睾丸Epiderrnoidcystと診断 して差
支 えない と思 う
EpidermoidcystはWohumani(1962)の
集めた欧米例16例では14才か ら55才の年令に及
び,2～3の 例を除 き多 くは無痛性 である.罹
患側は10例が右側 睾丸に発生 し,大 きさは色 々
であ るが(長径1・2cm～5cm),すべてが よく被
翼 された単房性嚢胞 である.自 験例 も20才青年
に見 られ,全 く自覚症状を歓 ぎ偶然に発見 され
た.そ して右側 睾丸 内に よ く被轟 された胡桃大
のEpidermoidcystである.
睾丸 に発生 した良性Epidermoidcystと悪
性腫 瘍 との鑑 別点 は色 々と云われているが,結
局は詳細 な組織学的検査に まつ よ り外にない.
治療法 としてはSamuel等(1961)の集め
た文献例 では,11例中7例(63%)に 除睾術が
施行 され(う ち2例 は高位 結紮 に よる除睾),
残 り4例 が保存的に手 術(嚢 胞 のみ別 出)さ れ
ている.一 部には良性腫瘍 であ る以一ヒ保存的手
術 も考慮 され てよいのではないか と云 う人もあ
るが,然 し睾丸腫 瘍の殆 ん どすべてが極めて悪
性であ り,良 性腫 瘍は極 めて稀 な上,良 性か悪
性 かの鑑別は詳細な組織学 的検査 にまたねばな
らぬ訳 であ り,更 に組織学的 に良性 と思われ る
成熟奇形腫 も,臨 床的 には悪性 で転移 も多い こ
とを考えれば,す べての睾丸腫瘍は悪性腫瘍 と
して直に除睾術 を行 うのが賢明 である.
w結 語
全 く自覚症状 を猷 き偶然に発見 された20才男
子の右睾丸腫瘍 を経験 した.別 出標 本の組織学
的 検 査 の結果文献上極 めて稀 な良 性Epider-
1noidcystの診断が確定 した.
自験例を報告 し,併せて睾丸の良性Epider-
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炎 症 性 ・出 血 性 疾 患、に







日 第一 製 薬東京・日本橋
抗 プ ラ ス ミン剤
イ門 『。劃 臨∋
ε一ア ミ ノ カ プ ロ ン酸
イプシロ ンはプ ラ家 ミンの活性化 を抑 えるユ
ニー クな治療剤 と して出血1生、炎症性疾患、
手術 時の止血 、輸血時 の副作用 防止等 に確 実
な効 果 を発揮 してい ます。
また副腎皮 質ホルモ ンとの併 用 によ り、副腎 團
皮質ホ ルモ ンの減 量 がで き、ホルモ ン離脱療
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